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                  制定日：2021年2月15日

　　　　　　　　　南西電設株式会社
　　代表取締役社長　親泊　政夫

   南西電設株式会社は経営理念の一つである「変わる勇気を持ち続けること」を基に、社員及び協

力会社の一人ひとりが、一致団結して、刻々と変化する地球環境を良き姿で残していきます。

   そのためには、下記の環境活動を推進しながら、環境の改善と汚染予防に努めます。

        1．常に関連する法令とお客様との契約を遵守します。

        2．常に環境保全に努め、かけがえのない地球を次世代に引き継いでいくことを目指します。

1.南西電設株式会社における活動に関連し、環境経営システムを構築し、次の事項を重点的な

   テーマとして取り組みます。

　　　　　①廃棄物の分別および削減とリサイクルの推進

      　　 ②環境にやさしい、エコ製品の活用 

            ③化石燃料のみではなく、再生可能エネルギーの活用　

　　　　　④エネルギー消費の抑制による温室効果ガスの低減

　　　　　⑤節水による水使用量の削減

2．環境保全にかかわる法令・規則・条例等を遵守します。

3．環境経営レポートを作成し、環境取り組みの状況を公表します。

4.持続可能な開発目標(SDGｓ）に取り組みます。　

5.環境経営の継続的改善に努めます。

1．環境経営方針

【基本理念】

【基本方針】
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★質の高い教育をみんなに

★働きがいも経済成長も

　

☆常に環境保全に努め、かけがえのない地球を次世代に引き継いでいくことを目指します。

当社は企業活動を通じて、SDGs(持続可能な開発目標)
に取り組みます。

・各種学校からのインターンシップ生の受入れをし、若年者の教育に貢献します。

・新入社員教育をスケジュール化し、充実した自社教育を行います。

・社内研修・社外研修・オンラインセミナー・CPD講座を積極的に受講します。

・国家資格の取得を支援し、講習会受講料、受験費用を会社負担とし、個人のスキル

アップを図ります。

・ワークバランスの取組を推進するとともに、「フレキシブル退社制度」「現場リフレッ 

シュ休暇」「バースデー休暇」「表彰制度」「自己投資制度」を運用し、働きがいのある

職場を目指していきます。

・エコアクション21の継続を目指します。

・太陽光発電・LED照明を設置し、自然エネルギーの活用、省エネを推進します。

・廃棄物の分別・削減・リサイクルを推進し、エネルギー消費の抑制によって温室効果

ガスの低減を図ります。

　・那覇市道路ボランティア清掃・所属団体のボランティア清掃等を通して、環境美化

に

    努めます。

・サポートカンパニーとして、スポーツの振興に寄与します。

★住み続けられるまちづくりを
★作る責任つかう責任
★気候変動に具体的な対策

★パートナーシップで目標を達成しよう
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2023年度 2022年度 2021年度

33人 32人 31人

427.0㎡ 427.0㎡ 427.0㎡

25.3㎡ 25.3㎡ 25.3㎡倉庫床面積

事務所床面積

（3）  環境管理責任者及び担当者連絡先

　　　　　責任者名：　新垣　淳　　（取締役専務）

　　　　　担当者名：　照屋　龍彦　　（営業部）

　　　　　連絡先　 ：　ＴＥＬ（098）878－3576　   ＦＡＸ（098）878－3847

（4） 事業概要

　　       電気工事業・電気通信工事業

           許可番号　沖縄県知事許可(特-2）第835号

                                許可年月日：　2021年4月11日

                                許可期限　 ：　2025年4月10日

（5）  事業の規模

（6）  事業年度

　　　　　　　　　　　　事業年度　　  　　　：8月〜翌年7月　

　　　　　エコアクション21の環境年度 ：3月〜翌年2月

　　　　　設立　　   ：1974年1月17日　

　　　　　資本金　　：3,000万円　

　　　　　売上高　　：1020百万円(2023年7月期）

活動規模

社員数

（7）　活動規模

2.組織の概要

(1)　事業所名及び代表者名

　　       南西電設株式会社

           代表取締役社長　親泊　政夫

（2）　所在地

　　　　　本店　　〒900-0016　沖縄県那覇市前島2-15-27　Asset前島1F

　　　　　本社　　〒901-2126　沖縄県浦添市宮城6-21-5
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　　　　　　本店、本社

（3） 対象活動

　　　　　　電気工事業、電気通信工事業

3.取組の対象範囲

エコアクション21の認証・登録範囲は、以下のとおりです。

（1） 対象事業者

　　　　　　南西電設株式会社

（2） 対象事業所

4.電力施設事業(Power)
火力発電所・水力発電所の建設工事およびメンテナンスにおける電

気設備の施工管理業務

3.上下水施設事業(Water Treatment)
浄水場、下水処理場、ポンプ場などの建設工事における電気

設備の施工管理業務

2.民間施設事業(Private)
テナントビル、高層ビル、マンション・アパート、ホテル、病院などの建

設工事における電気設備の施工管理業務

1.官公庁施設事業（Public)
学校、図書館、公園、庁舎(役場)、沖縄防衛局施設などの建

設工事における電気設備の施工管理業務

当社の事業紹介
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基準年

2022年度

実績値
2023年度 2024年度 2025年度

2022.3～2023.2 2023.3～2024.2 2024.3～2025.2 2025.3～2026.2

- （△1％） （△2％） （△3％）

㎏－CO₂ 104,428 103,384 102,339 101,295

kWh 27,996 27,716 27,436 27,156

㎏－CO₂ 18,897 18,708 18,519 18,330

L 32,689 32,362 32,035 31,708

㎏－CO₂ 75,838 75,145 74,386 73,627

L 3,757 3,719 3,682 3,644

㎏－CO₂ 9,693 9,741 9,643 9,544

㎥ 116 115 114 113

(1)一般廃棄物排出量の削減

　　　　（可燃ごみ）
㎏ 6,912 6,843 6,774 6,705

(2)産業廃棄物排出量の削減
％

（リサイクル率)
90 90 90 90

品目数 49 50 51 52

備考：・購入電力の二酸化炭素排出係数は、沖縄電力㈱の2022年度調整後排出係数0.675㎏－CO₂/kWhを使用した。

　　　  ・（　　）内の数値は、基準年（2022年度）実績値 に対する削減率を示す。

　　　　・化学物質は使用していないので、目標から除外した。

2.水使用量の削減

3.廃棄物排出量の削減

4．グリーン購入の推進

4.環境経営目標

・環境経営目標は、現在の事業活動を踏まえて、2023年度〜2025年度までの中期目標として、以

下の4項目11目標を設定しました。

・削減目標については2022年度を基準年として、その実績値から毎年1％ずつ削減し、2025年度ま

でに3％削減を目指します。

目標 単位

（3）軽油使用量の削減

目標

1.二酸化炭素排出量の削減

（1）電力使用量の削減

（2）ガソリン使用量の削減
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スケジュール

適切な温度管理　夏冷房28度　冬暖房20

度

冷房期：7月〜9月

暖房期：12月〜2月

⇒エアコンに温度設定表示 通年

⇒外出時・退社時には各部屋の最終退場

者が電源OFFの徹底
通年

こまめな消灯励行　事務機器の節電 通年

⇒外出時・退社時には使用しているパソコ

ン・事務機器の電源OFFの徹底
通年

半年に一度の一斉清掃の実施 通年

⇒月2回の4S清掃時にチェックし、特に夏

期はフィルターの清掃をこまめにする
通年

停車中のアイドリングストップの実施 通年

⇒給油量の案内、運転方法の配慮　急発

進・急停車・空ふかしなどをしない
通年

現場規模に見合った重機を使用する 通年

建設車両、重機の無駄なアイドリングを避

ける、回転数の適正化
通年

日常の節水・漏水の点検 通年

節水の励行・洗車は必要最小限とする 通年

チェック時や社内使用書類等の裏紙使用

の徹底
通年

⇒印刷ミス・ミスコピーの削減 通年

⇒電子媒体（E-mail,スキャン,クラウド等）を

活用し、紙資料の削減
通年

①分別ルール

   の徹底

品目分別の細分化で資源ごみのリサイク

ルを推進する
通年

②廃棄物現場

   の整備
分別ごみ置き場の設置　ごみを混ぜない 通年

③産廃業者との

   契約書の確認
契約書の取交しの確認 通年

④マニュフェストの

   管理方法の確立

マニュフェスト用紙を現場毎から工事部の

一元管理
通年

①グリーン購入品

　 の推進

グリーン購入の推進のための環境学習を

取り入れる
通年

②エコ商品の購入

   の推進
エコ事務用品の購入の拡大 通年

5．環境経営計画

環境経営目標項目 具体的な取組（活動・管理・実施項目）

1.二酸化炭素

  排出量の削減

①調温度適正化・

   表示確認

②照明・PC電源

  不要時のOFFの

  推進

(1)電力使用量の削減

①節水の徹底

(3)軽油使用量の削減

2.水使用量の削減

⑤建設重機の

   省エネ運転

(2)ガソリン使用量の削減 ④エコドライブ推進

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（活動・管理・実施項目）を設定して、全社員で

  取り組みました。

③エアコン清掃の

   実施

①裏紙使用ルール

   の徹底

4.グリーン購入の推進

3.廃棄物排出量

の削減

(1)一般廃棄物排出量の

削減

(2)産業廃棄物排出量の

削減



-7-

★EA21実施体制図

　①環境経営方針の策定

　②環境管理責任者の任命

　③資源の用意

　④システムの見直し・指示

　⑤実施体制の構築

　①システムの運用・管理

　②取組状況の定期的な確認・評価

　③問題点の是正処置、予防処置

　④環境経営目標、環境経営計画の策定

　⑤代表者への実績の報告を行う。

　①環境管理責任者の補佐

　②環境負荷、取組状況の記録

　③EA21文章類の作成・維持・管理

  ①環境経営⽅針の理解と環境への取組の重要性を⾃覚

  ②自らの業務を通じて、⾃主的・積極的に環境活動を実践

推進事務局

　6-1 取組の実施体制

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

・2023年度運用期間に当社が実施した環境への取組は、以下のとおりです。

・取組を実施するに当たっては、社内に次のような実施体制を構築し、それぞれの役割を定めて、

  全社員が一丸となって取り組みました。

代表取締役社長

親泊　政夫

環境管理責任者

新垣　淳

協力会社

総務部

照屋　龍彦 知念　勝司 楠 健一郎 大城 智美

全従業員

営業部 工事部 電力部
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6-2.2023年度運用期間に実施した環境への取組内容

・環境経営計画に基づき、以下の取組をSDGｓ（17のゴール）と紐付けて実施しました。

＜事務所内の節電＞
①エアコンの温度管理（夏冷房26℃ 冬暖房20℃）と外出・退社時の電源OFFを実施した。

②照明・PC電源の不要時OFFを実施した。

③エアコンの定期点検とフィルターの掃除を実施した。
＜車両燃料（ガソリン、軽油）使用量の削減＞
④車両の運転はエコドライブ（急発進、急停車、空ぶかし、アイドリングストップ等）を実施した。
＜再生可能エネルギーの活用＞
⑤太陽光発電設備を設置して、化石燃料以外の再生可能エネルギーを活用しています。

①水使用場所（給湯室、洗面所、屋外給水器具）に節水シールを貼り、社員に節水を呼びかけた。
②計画的に節水型器具・器材に設備更新を行っている。

エアコンの温度調節 エコドライブの推進

太陽光発電設備(9.2ｋW） パワーコンディショナー

節水ポスター 節水型トイレに更新

2．水使用量の削減

１．二酸化炭素排出量の削減
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①事務用品はエコ商品を率先して購入しています。
②グリーン購入の推進のため、社内で環境学習を実施しています。

グリーン購入商品 社内環境学習会のようす

①事務所内では裏紙使用ルールを徹底し、資源ごみの分別と排出量を抑制しています。

②工事現場では発生した産業廃棄物の分別と適正処理（許可業者との処理契約、マニフェッストの発行と適正

管理）を実施しています。

那覇市道路ボランティア清掃（2013年5月より月1回実施） 沖縄県平和祈念公園ボランティア清掃（年1回実施）

高校生のインターンシップ受入れ 職業訓練生のインターンシップ受入れ

資源ごみの分別排出 マニフェストの適正管理 分別の案内

3．廃棄物排出量の削減

4.グリーン購入の推進

5.社会貢献活動
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基準年

2022年度

実績値

目標

（△1％）
実績

㎏－CO₂ 104,428 103,384 79,976 129% ◎

kWh 27,996 27,716 29,365 94% △

㎏－CO₂ 18,897 18,708 19,821 94% △

L 32,689 32,362 23,352 139% ◎

㎏－CO₂ 75,838 75,080 54,228 138% ◎

L 3,757 3,719 2,299 162% ◎

㎏－CO₂ 9,693 9,596 5,931 162% ◎

㎥ 116 115 132 87% △

(1)一般廃棄物排出量の削減

      （可燃ごみ）
㎏ 6,912 6,843 6,912 99% △

(2)産業廃棄物排出量の削減
％

（リサイクル率)
90 91 95 105% ◯

品目数 49 50 45 90% △

備考：・購入電力の二酸化炭素排出係数は、沖縄電力㈱の2022年度調整後排出係数0.675㎏－CO₂/kWhを使用した。

　　　  ・（　　）内の数値は、基準年（2019年度）実績値 に対する削減率を示す。

　　　　・目標達成率の計算　    削減目標の場合：目標÷実績×100  増加目標の場合：実績÷目標×100

 　　　  ・目標達成判定区分　   ◎：目標達成率120%以上、◯：100%以上120%未満、△：80%以上100%未満、×：80%未満、 - ：判定不可

（2）ガソリン使用量の削減

（3）軽油使用量の削減

2.水使用量の削減

3.廃棄物排出量の削減

4．グリーン購入の推進

1.二酸化炭素排出量の削減

（1）電力使用量の削減

目標

達成

判定

7.環境経営目標の実績

・2023年度運用期間における環境経営目標達成状況は以下のとおりであり、設定した4項目11目標のうち

　2項目6目標で目標を達成でき、システム運用上の大きな問題点も発生せず、全体として概ね良好な結

　果となりました。

・この状況を目標達成率で細かくみると、最大の環境負荷である二酸化炭素排出量については 総量で

　129％の目標達成率で、削減目標（△1％）に対して23％削減を達成できました。

・排出源別の目標達成率は、ガソリンと軽油が良好な結果となりました。この要因として、2023年度では

　2022年度と比べ重機利用頻度、遠方の建設現場作業が少なくなったことが要因と考えております。

・その他の目標項目では、電力、水使用量、一般廃棄物、グリーン購入が目標未達成となりましたが、ほと

　んどの項目が目標達成率が90％以上であり、引き続き無駄のない活動を行い、目標達成を目指していき

　ます。

2023年度運用期間

（2023.3～2024.2）
目標

達成率
環境経営目標項目

単位

(係数)
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目

標

達

成

実

施

状

況

評価

適切な温度管理　夏冷房28度　冬暖

房20度

⇒エアコンに温度設定表示 ◎

⇒外出時・退社時には各部屋の最終

退場者が電源OFFの徹底
◎

こまめな消灯励行　事務機器の節電

⇒外出時・退社時には使用している

パソコン・事務機器の電源OFFの徹

底

◎

半年に一度の一斉清掃の実施

⇒月2回の4S清掃時にチェックし、特

に夏期はフィルターの清掃をこまめ

にする

◎

停車中のアイドリングストップの実施

⇒運転方法の配慮　急発進・急停

車・空ふかしなどをしない
◎

現場規模に見合った重機を使用する △

建設車両、重機の無駄なアイドリング

を避ける、回転数の適正化
△

日常の節水の励行、漏水の点検 ○

洗車は必要最小限とする ○

チェック時や社内使用書類等の裏紙

使用の徹底

⇒印刷ミス・ミスコピーの削減 ◎

⇒電子媒体（E-mail,スキャン,クラウド

等）を活用し、紙資料の削減
◎

①分別ルールの

徹底

品目分別の細分化で資源ごみのリサ

イクルを推進する
◎

②廃棄物現場の

整備

分別ごみ置き場の設置　ごみを混ぜ

ない
◎

③産廃業者との契

約書の確認
契約書の取交しの確認 ◎

④マニュフェストの

管理方法の確立

マニュフェスト用紙を現場毎から工事

部の一元管理
○

①グリーン購入品

の推進

グリーン購入の推進のための環境学

習を取り入れる
○

②エコ商品の購入

の推進
エコ事務用品の購入の拡大 ○

4.グリーン購入の推進 △
・グリーン購入品への

代替に努める。

備考） 目標達成判定区分  ◎：目標達成率120%以上、◯：100%以上120%未満、△：80%以上100%未満、×：80%未満、 - ：判定不可

　　　　 実施状況判定区分　◎：よく実施できた（定着）　○：実施できている　　△：ほぼ実施できている　　×：実施できていない　-：判定不可

(1)一般廃棄物

排出量の削減
△

①裏紙使用ルー

ルの徹底

②照明・PC電源不

要時のOFFの推進

・二酸化炭素排出量

は目標を達成し、電気

使用量も事務所内照

明のLED化やこまめな

消灯、エアコン温度の

管理等が適切に実施

でき、目標達成に繋

がった。

・今後も引き続き、取

組の周知・徹底を心

がけたい。

3.廃棄物排出量

の削減

・取組は適切に実施さ

れている。

・取組は適切に実施さ

れている。

(3)軽油使用量の

削減
◎

⑤建設重機の

   省エネ運転

2.水使用量の削減 △ ①節水の徹底

(2)産業廃棄物排

出量の削減
◯

8．環境経営計画の取組結果とその評価

・取組は適切に実施さ

れている。

・取組は適切に実施さ

れている。

環境経営目標項目 具体的な取組（活動・管理・実施項目）

1.二酸化炭素排

出量の削減

(1)電力使用量の

削減
△

①調温度適正化・

表示確認

③エアコン清掃の

実施

(2)ガソリン使用量

の削減
◎ ④エコドライブ推進

・取組は適切に実施さ

れている。

・環境経営計画で設定した活動項目については、一部項目(建設重機の省エネ運転）を除いて全体

として適切に実施することができました。
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基準年

2022年度

実績値
2023年度 2024年度 2025年度

2022.3～2023.2 2023.3～2024.2 2024.3～2025.2 2025.3～2026.2

- （△1％） （△2％） （△3％）

㎏－CO₂ 104,428 103,384 102,339 101,295

kWh 27,996 27,716 27,436 27,156

㎏－CO₂ 18,897 18,708 18,519 18,330

L 32,689 32,362 32,035 31,708

㎏－CO₂ 75,838 75,145 74,386 73,627

L 3,757 3,719 3,682 3,644

㎏－CO₂ 9,693 9,741 9,643 9,544

㎥ 116 115 114 113

(1)一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 6,912 6,843 6,774 6,705

(2)産業廃棄物排出量の削減
％

（リサイクル率)
90 90 90 90

品目数 49 50 51 52

9.次年度の取組計画

・次年度（2024年度）目標は、今年度の取組結果が比較的良好な結果であったため、当初策定

し

　た中長期目標の2024年度をそのまま適用することとします。

・2024年度は基準年より2％削減を目指します。

4．グリーン購入の推進

備考：・購入電力の二酸化炭素排出係数は、沖縄電力㈱の2022年度調整後排出係数0.675㎏－CO₂/kWhを使用した。

　　　  ・（　　）内の数値は、基準年（2022年度）実績値 に対する削減率を示す。

　　　　・化学物質は使用していないので、目標から除外した。

　9-1.環境経営目標

目標 単位

目標

1.二酸化炭素排出量の削減

3.廃棄物排出量の削減

（1）電力使用量の削減

（2）ガソリン使用量の削減

（3）軽油使用量の削減

2.水使用量の削減
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スケジュール

適切な温度管理　夏冷房28度　冬暖房

20度

冷房期：7月〜9月

暖房期：12月〜2月

⇒エアコンに温度設定表示 通年

⇒外出時・退社時には各部屋の最終退

場者が電源OFFの徹底
通年

こまめな消灯励行　事務機器の節電 通年

⇒外出時・退社時には使用しているパ

ソコン・事務機器の電源OFFの徹底
通年

半年に一度の一斉清掃の実施 通年

⇒月2回の4S清掃時にチェックし、特に

夏期はフィルターの清掃をこまめにする
通年

停車中のアイドリングストップの実施 通年

⇒給油量の案内、運転方法の配慮　急

発進・急停車・空ふかしなどをしない
通年

現場規模に見合った重機を使用する 通年

建設車両、重機の無駄なアイドリングを

避ける、回転数の適正化
通年

日常の節水・漏水の点検 通年

節水の励行・洗車は必要最小限とする 通年

チェック時や社内使用書類等の裏紙使

用の徹底
通年

⇒印刷ミス・ミスコピーの削減 通年

⇒電子媒体（E-mail,スキャン,クラウド

等）を活用し、紙資料の削減
通年

①分別ルール

   の徹底

品目分別の細分化で資源ごみのリサイ

クルを推進する
通年

②廃棄物現場

   の整備

分別ごみ置き場の設置　ごみを混ぜな

い
通年

③産廃業者との

  契約書の確認
契約書の取交しの確認 通年

④マニュフェスト

   の管理方法の

   確立

マニュフェスト用紙を現場毎から工事部

の一元管理
通年

①グリーン購入

   品の推進

グリーン購入の推進のための環境学習

を取り入れる
通年

②エコ商品の購

   入の推進
エコ事務用品の購入の拡大 通年

4.グリーン購入の推進

　9-2.環境経営計画

④エコドライブ

   推進

(3)軽油使用量の削減
⑤建設重機の

   省エネ運転

2.水使用量の削減 ①節水の徹底

3.廃棄物排出量

の削減

(1)一般廃棄物排出量の

削減

①裏紙使用

 ルールの徹底

(2)産業廃棄物排出量の

削減

・次年度（2024年度）の環境経営計画は現計画を継続しますが、取組不良であった項目（建設重

　機の省エネ運転）は重点取組項目として位置づけて、取組の周知徹底を図ります。

環境経営目標項目 具体的な取組（活動・管理・実施項目）

1.二酸化炭素

  排出量の削減

(1)電力使用量の削減

①調温度適正

  化・表示確認

②照明・PC電

源

  不要時のOFF

  の推進

③エアコン清掃

   の実施

(2)ガソリン使用量の削減

青字：重点取組項目
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環境基本法 公害防止、廃棄物への対応、リサイクル、行政への協力 〇

建築基準法 石綿含む含有建材の使用禁止 〇

電気事業法 建設業許可 〇

電気工事士法 電気工事士免状 〇

建設業法 建設業許可制度 〇

地球温暖化対策の推進に関する法律 温室効果ガス排出量の削減措置、行政施策への協力 ○

沖縄県環境基本条例 環境の保全及び創造に関する基本施策 〇

沖縄県生活環境保全条例 環境への負荷の低減 〇

ちゅら島環境美化条例 環境美化 〇

保管基準の遵守 〇

委託基準の遵守 〇

管理票（マニフェスト）の交付 〇

管理票の定期報告 〇

建設リサイクル法 対象建設工事の届出、再資源化の実施、実施の報告 −

自動車リサイクル法 使用済み自動車の引き渡し義務 −

家電リサイクル法 特定家庭用機器廃棄の際の適正な引渡、処理料金の支払い −

フロン排出抑制法 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化 ○

統括安全衛生管理者、安全管理者・衛生管理者の選任・届出 〇

職場における労働者の安全と健康を確保 〇

快適な職場環境の形成 〇

健康診断の実施 〇

10.環境関連法規等の遵守状況・
違反と訴訟等の有無

・当社が遵守すべき主要な環境関連法等は以下のとおりです。

・2023年度運用期間終了後に法令遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。

・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの苦情、訴訟も過去3年間ありませんでした。

2024年5月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　南西電設株式会社

環境管理責任者　新垣　淳

法律・法令・規制等の名称
遵守

評価

区

分
適用事項等

労働安全衛生法

基

本

・

一

般

廃棄物処理法

環

境

労

働

備考）遵守評価区分 ◯：遵守、×：不遵守、—：該当なし
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11.代表者による全体評価と見直し・指示

・2023年度運用期間における代表者による取組状況の全体評価と見直し結果は、以下のとおりです。

・二酸化炭素排出量の削減に関しては、目標を達成できました。これは、以前に設置した太陽光発電設備や、2020

  年7月に実施した事務所内のLED照明工事による省エネ効果が、年間を通して電気使用量の削減に貢献したため

  と考えており、引き続き対応の継続を行っていきます。

・また、月2回の4S実施日に行った換気扇の清掃や空調機のフィルター清掃等も労働環境のみならず、電気使用量

  の削減に貢献したと考えており、これからも社員の意識向上と二酸化炭素排出量の削減に努力していきます。

評価の内容

環境経営システムが有効に機能しているか システムについても問題なく有効に機能しています。

環境経営方針 当初計画を継続する

環境経営目標 当初計画を継続する

環境経営計画 当初計画を継続する

実施体制 当初計画を継続する

見

直

し

・

指

示

項目

全

体

評

価

環境の取組は適切に実施されているか
環境提案、二酸化炭素排出量の削減、ガソリン及び軽油使用量の削減につい

ては適切に取組が行われています。

2024年6月10日
南西電設株式会社

代表取締役 親泊 政夫


